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研究背景・目的

3

河川法改正20年多自然川づくり推進委員会
多自然川づくりのこれまでの成果をレビューし今後の方向性について検討

2018.6 提言『持続性ある実践的多自然川づくりに向けて』
２つの視点のもと、７つの対応方針が示されている

国土交通省HP：https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/tashizen/pdf/01honbun.pdf

視点①：実践・現場視点
常に現場視点で考え、河川環境の整備と
保全を現場で徹底し、順応的に挑戦し続
けるべきであること

視点②：持続性・将来性
日常的な河川管理の中で様々な工夫を凝
らして河川環境の整備と保全を徹底し、
社会との関わりを深めていくこと

研究背景・目的

4

2018.6 提言『持続性ある実践的多自然川づくりに向けて』
２つの視点のもと、７つの対応方針が示されている

1. 目標の設定

2. 技術の向上・一連の取組過程の徹底

3. 人材の育成・普及啓発

4. 日常的な環境への取り組みの徹底

5. 持続可能な川づくりのための地域
連携の強化

6. 変化を踏まえた将来の河川像の検討

7. 国際社会への貢献

視点①
実践・現場視点

視点②
持続性・将来性

対応方針

1. 目標の設定

2. 技術の向上・一連の取組過程の徹底

3. 人材の育成・普及啓発

4. 日常的な環境への取り組みの徹底

5. 持続可能な川づくりのための地域
連携の強化

6. 変化を踏まえた将来の河川像の検討

7. 国際社会への貢献

視点②
持続性・将来性

現場で多自然川づくりが徹底されるための技術基準の
あり方を検討
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研究背景・目的

5

対応方針２．技術の向上・一連の取組過程の徹底

• 大河川、中小河川、都市域などの河川の特徴や性質に応じた
技術的手法を検討する。

大河川における多自然川づくり推進のための技術資料の検討

対応方針３．人材の育成・普及啓発

• 多自然川づくりアドバイザーの基本的な助言事項等の考え方
をまとめる。

多自然川づくりアドバイザーハンドブックの検討

大河川における多自然川づくり
推進のための技術資料の検討

6
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背景・目的－技術資料について

「多自然川づくりポイントブック
Ⅲ」等が発刊され、川づくりの基本
的事項が整理されている

7

多自然川づくりの視点から河道計
画・設計を取りまとめた資料は存在
しない

中小河川 国土交通省が管理する大河川

大河川において多自然川づくりを実践する際に現場技術者が
参考とするための一問一答形式のQ&A集を検討

• これまで多自然川づくりの進め方は体系的に整理されていないため、
ポイントブックのような形式で作成するのは難しい

• Q&A形式とすることで、今後も新たな知見を追加更新しやすい

技術資料は
存在しない

川づくりの進め方が
体系的に整理されて
いない

検討手法

8

専門家

河川管理者

コンサルタント

多自然川づくり技術検討会（大河川ワーキンググループ：大河川WG）

座長：萱場祐一【土木研究所】
大槻 順朗、鶴田 舞、中村 圭吾、林田 寿文、森 照貴【土木研究所】
林 博徳【九州大学大学院】、原田 守啓【岐阜大学】
吉村 伸一【㈱吉村伸一流域計画室】

国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課

協力
いであ株式会社、株式会社建設環境研究所、株式会社建設技術研究所、
日本工営株式会社

Question候補案
387件

⼀次抽出
170件

最終設定
14件

大河川WGメンバー
による提案

関連性の高い
Questionを統合

実務における必要性、
回答作成が可能か検討
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大河川における多自然川づくりQ&Aの概要

9

大河川における多自然川づくりQ&Aの概要

① ②

10

各Qは見開きページで概要を把握できるような構成とした。

③ ④

⑤

5
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大河川における多自然川づくりQ&Aの概要

11

代表的なQuestionの紹介

12

6
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空中写真や河川⽔辺の国勢調査等の
既存データを⽤いて河川の⾃然環境の
現況を把握・評価する⽅法を教えてください

4-1 Question

大河川における多自然川づくり Q&A集

（国開）⼟⽊研究所⾃然共⽣研究センター森研究員ご提供
13

14

空中写真や河川⽔辺の国勢調査等の
既存データを⽤いて河川の⾃然環境の
現況を把握・評価する⽅法を教えてください

4-1 Question

既存データの収集
（新規・追加データの収集）

現況の把握（理解）

現状が良好
（とします）

現状が良好で
ない（とします）

環境の保全 環境の修復・再⽣
改変する場合には
影響の緩和を図る

⾃然再⽣だけでなく
治⽔事業も活⽤する

把握（理解）に基づいた評価

「こうなってるんだ」
「こんなことが起きていそう」

代表的なQ&Aの紹介ーQuestion4-1

14

7
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景観要素、⽣物の⽣育・⽣息状況を把握し
空間的・時間的な⽐較をすることで評価が
可能となります。

空中写真や河川⽔辺の国勢調査等の
既存データを⽤いて河川の⾃然環境の
現況を把握・評価する⽅法を教えてください

4-1 Question

4-1 Answer

代表的なQ&Aの紹介ーQuestion4-1

15

河川の⾃然環境の現状を把握・評価するために…

“対象”を明確にした上で、 “対象”を“⽐較”する

Answerの概要

“対象”を明確にした上で、 “対象”を“⽐較”する

代表的なQ&Aの紹介ーQuestion4-1

16
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対象を明確にする
着⽬するものとしては、
①⽣物種の⽣育・⽣息する場（景観要素）
②⽣物種そのもの（群集・種）

代表的なQ&Aの紹介ーQuestion4-1

空中写真、⽔国の
基図情報から得ら
れる景観要素

⽔国の対象となってい
る分類群に対し種の
⽣育・⽣息状況を整理

17

河川の⾃然環境の現状を把握・評価するために…

“対象”を明確にした上で、 “対象”を“⽐較”する

Answerの概要

“対象”を明確にした上で、 “対象”を“⽐較”する

代表的なQ&Aの紹介ーQuestion4-1

18
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“⽐較”には「空間的な⽐較」と「時間的な⽐較」がある
対象を⽐較にする

同⼀時期において、異なる
河川や区間と⽐べる⽅法

同⼀箇所を過去の
状態と⽐べる⽅法

代表的なQ&Aの紹介ーQuestion4-1

19

同⼀箇所を対象に、シンプルな評価が可能
    過去 状況 必   “良好”  
限らないことに注意する。

同⼀河川の同⼀セグメント、同質の環境を有す
 区間（例 環境類型区分）内  ⽐較  
等の⼯夫が必要。

代表的なQ&Aの紹介ーQuestion4-1

20

1.実践的河川環境管理

2.群落情報 ⽤  陸域環境評価

3.河川⽔辺の国勢調査を⽤いた傾向分析

コラムにて紹介する「現況の把握・評価⼿法」

10
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大河川における多自然川づくりQ&Aの概要

• 国土交通省HPに掲載され、地方整備局・河川事務所にも周知されている

21

http://www.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kankyou/tashizen/pdf/tashizenQA_190402.pdf

• Answerの内容については、関連する研究や事業の進捗により今後修正され
る可能性がある

• 今回検討対象とならなかったQuestionは、今後も継続的に追加・作成予定

• 現場技術者の意見も反映することで、さらに使いやすい資料を目指す

今後の課題・留意点

多自然川づくり
アドバイザーハンドブックの検討

22
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背景・目的‐多自然川づくりアドバイザー制度概要

23

アドバイザー派遣の様子

2018年10月，高梁川水系小田川

派遣実績

118河川

 一連区間の河川整備を大規模かつ
短期間で実施する

 多自然川づくりに対する特段の

配慮が必要

平成17年から平成30年における
アドバイザー対応河川数

0 5 10 15 20 25 30

激甚災害対策特別緊急事業（激特事業）
河川等災害復旧助成事業（助成事業）等

平成17年10月、国土交通省
「激特事業及び災害助成事業等における
多自然川づくりアドバイザー制度」

（多自然川づくりアドバイザー制度）設立

多自然川づくりの
知識を有する
アドバイザー

アドバイザー派遣のフロー

24

背景・目的‐多自然川づくりアドバイザー制度の課題

多自然川づくりアドバイザーハンドブックの検討
多自然アドバイザー制度の基本的な流れや役割、事業者への助言にあたって
の留意事項等を整理
アドバイザー候補者が現場に派遣される際に参考とするハンドブックを検討

現在のアドバイザー

現在アドバイザーを担う専門家
国土技術政策総合研究所：４名
土木研究所：２名

アドバイザー候補者
（アドバイザー補）

国土技術政策総合研究所：
主任研究官
土木研究所：研究員

次期アドバイザーの
人材確保・養成

 これまで積み重ねてきた歴代のアドバイザーの経験を次期アドバイ
ザー候補者に伝えていくことが重要

 しかし、これまでアドバイザーによる助言は、個人の経験や資質に依
存しており、助言のノウハウの整理はおこなわれていない

12
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検討手法
多自然川づくりアドバイザーに対するヒアリング調査

25

ヒアリング結果を有効活用

内容の統合等を実施し再整理

４名のアドバイザーを対象とした
ヒアリング調査

助⾔ 留意点等      段階毎 整理 
ハンドブックとして取りまとめ

平成24年度既往検討業務

ヒアリング内容

 助言を行う上で必要な事前情報や

河道特性の捉え方、環境的機能
の保全・創出・維持の考え方

 多自然川づくり制度の運用の中で、

複数の事業を助言した全体的な
印象や課題、改善すべき点等

不足する内容について
ヒアリングを実施

対象者
アドバイザー経験者
アドバイザー候補者

検討手法
多自然川づくりアドバイザーに対するヒアリング調査

アドバイザー経験者

ヒアリング調査の様子

①アドバイザーとしての心構え

②全国の代表的な事例

③具体的な指導内容や留意点

アドバイザー候補者

ハンドブックのユーザー目線
としてのご意見

ヒアリング対象者

国土技術政策総合研究所
服部敦、福島雅紀

土木研究所
萱場祐一、中村圭吾

ヒアリング対象者
国土技術政策総合研究所
主任研究官、研究官
土木研究所 研究員

本研究の調査内容

26
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アドバイザーに対するヒアリング調査結果

• アドバイザーは、河川改修を治水のみならず河川環境のさらなる改善の機
会として最大限生かす方針で取り組む。

• アドバイザーは、検討を高圧的に進めるのでなく、対話の中で課題や解決
方法を模索する手助けをするという姿勢が求められる。

• アドバイザーは、その河川にとってベストの目標像を描き助言に反映する。
それを現場と共有し、上記2項目を十分に踏まえて、改修案をとりまとめ
ていくことが肝要である。

• 上記の遵守を前提に、アドバイザーは根本的な見直しが求められる改修素
案に直面した場合には、勇気を持って見直しを行う。

• アドバイザーは、専門用語や不用意なカタカナ語は意味や定義が伝わらな
い場合があることに留意し、丁寧に説明し、理解を共有できるよう努める。

27

多自然川づくりアドバイザーの心構え＜抜粋＞

• 多自然川づくりアドバイザー経験者に対して、アドバイザーとして助言に
あたる上で大切な姿勢についてヒアリングし、“心構え”として整理

①アドバイザーとしての心構え

アドバイザーに対するヒアリング調査結果

     段階 項⽬ 事例
現地調査 治水の視点 太田川

河川環境の視点 伊賀川
改修計画の検討 計画高水位・堤防の計画 錦川、矢神川
改修河道の設計 山間部 山附川

河口域 船津川
湾曲部 錦川、船津川、大淀川、矢神川、太田川
河床変動・河床掘削 諏訪湖流入諸河川、川内川、伊賀川、

山家川
護岸・水際部などの
環境・景観

荒川、山家川

景観デザイン 錦川、伊賀川

28

アドバイザーの助言内容とその対応状況をハンドブックの別冊事例集
として取りまとめた

• 事業者への「助言の考え方や留意点」の例示する際に参考となる事例を伺
い、その事例のアドバイザー指摘事項と対応内容について資料収集・整理

全国の代表的な事例の収集・整理

②全国の代表的な事例

14
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アドバイザーに対するヒアリング調査結果

29

• これまでの経験によって得た、図や現場の見方・情報抽出の仕方等のノウ
ハウや既往改修事例の知見を伺い、アドバイス段階別に整理した。

③具体的な指導内容や留意点

①事前準備

１）出⽔の規模
２）河道変化・被災状況
３）氾濫状況
４）環境の状況

②現地調査

①事業者との確認・情報共有など
②治⽔（河道・構造物）の視点
③河川環境の視点
④現地における対応等

③改修計画

①計画⾼⽔位・
堤防の計画

②河道計画
③河川環境計画
④意⾒聴取

④改修河道の設計

①⼭間部の河川
②河⼝域
③湾曲部
④砂州区間
⑤河床変動・河床掘削
⑥護岸・⽔際部の環境・景観
⑦景観デザイン

⑤フォローアップ

①施⼯
②調査・管理
③アドバイザーの
フォローアップ

アドバイス段階別の留意事項の整理

多自然川づくりアドバイザーハンドブックの作成

1.はじめに

2.アドバイザー制度について

3.アドバイザーの心構え

4.事業者への助言の留意点
（１）事前準備
（２）現地調査

①事業者との確認・情報共有など
②治水（河道・構造物）の視点
③河川環境の視点
④現地における対応等

（３）改修計画の検討に関する助言
①計画高水位・堤防の計画
②河道計画
③河川環境計画
④意見聴取 30

• 以上のヒアリング結果を踏まえて、助言にあたっての留意事項等を多自然
川づくりアドバイザーハンドブックハンドブックとして取りまとめた

• ハンドブックはアドバイザー・アドバイザー補を対象に公開している

（４）改修河道の設計に関する助言
①山間部の河川
②河口域
③湾曲部
④砂州が形成されている区間
⑤河床変動・河床掘削
⑥護岸・水際部などの環境・景観
⑦景観デザイン

（５）フォローアップ
①施工
②改修後の調査・管理
③アドバイザーのフォローアップ

多自然川づくりアドバイザーハンドブック（案） 目次
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多自然川づくりアドバイザーハンドブックの作成

1.はじめに

2.アドバイザー制度について

3.アドバイザーの心構え

4.事業者への助言の留意点
（１）事前準備
（２）現地調査

①事業者との確認・情報共有など
②治水（河道・構造物）の視点
③河川環境の視点
④現地における対応等

（３）改修計画の検討に関する助言
①計画高水位・堤防の計画
②河道計画
③河川環境計画
④意見聴取

• 以上のヒアリング結果を踏まえて、助言にあたっての留意事項等を多自然
川づくりアドバイザーハンドブックとして取りまとめた

• ハンドブックはアドバイザー、アドバイザー補を対象に公開している

（４）改修河道の設計に関する助言
①山間部の河川
②河口域
③湾曲部
④砂州が形成されている区間
⑤河床変動・河床掘削
⑥護岸・水際部などの環境・景観
⑦景観デザイン

（５）フォローアップ
①施工
②改修後の調査・管理
③アドバイザーのフォローアップ

多自然川づくりアドバイザーハンドブック（案） 目次

• ノウハウ・知見は、「使い分けや組み合わせ」から切り離して解説

本ハンドブックを参考にしながら、アドバイザーとともにいくつ
もの現場を経験して体得していく必要がある

• 今回収集した事例は代表事例のみであり、事例の充実が必要

• 今後のアドバイザー派遣実績や新たに得られた知見等も踏まえて、本資料
を継続的に更新していく

今後の課題・留意点

31

まとめ

大河川における多自然川づくり推進のための技術資料の検討

• 一問一答で事例等を用いて大河川の多自然川づくりの技術を整理した「大
河川における多自然川づくり―Q&A形式で理解を深める―」を作成した

• 今回検討対象とならなかったQuestionについては、継続的に追加・作成し、
現場技術者の意見も反映することで、さらに使いやすい資料を目指す

多自然川づくりアドバイザーハンドブックの検討

• 多自然川づくりアドバイザー経験者へのヒアリング結果を踏まえて、「多
自然川づくりアドバイザーハンドブック（案）」を作成した

• 今後のアドバイザー派遣の実績やそこで新たに得られた知見等も踏まえて、
本資料を継続的に更新していくことが必要

32

現場で多自然川づくりが徹底されるための
技術基準のあり方を検討した
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